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特定領域研究「日本語コーパス」と『現代日本語書き言葉均衡コーパス』 

前川 喜久雄（国立国語研究所言語資源研究系）†

 
 

Priority-Area Program “Japanese Corpus” and the BCCWJ 
Kikuo Maekawa (National Institute for Japanese Language and Linguistics) 

 
１．はじめに 

 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(Balanced Corpus of Contemporary Written 
Japanese; BCCWJ)は日本語に関する初の均衡コーパスで、21 世紀における日本語研究の

重要なインフラとなることを期待されている。BCCWJ の構築は 2006 年以来、国立国語研

究所を中心に多くの研究者の力を結集して進められてきた。この度、BCCWJ の完成記念講

演会を開催するにあたって、開発プロジェクト全体の責任者の立場にあった者として、プ

ロジェクトの経緯と内容を紹介する。 
まず、言わずもがなであるかもしれないが、コーパスとは何かについて説明したい。私

見ではコーパスには以下のような要件がある。これらに加えて（3）の可能性を拡張するた

めに、種々の検索用情報を付与することがある。いわゆるコーパスアノテーションである。 

（1）対象言語の特定の側面の実態を偏りなく反映する設計に基づいて収集された、 
（2）実際の用例の集合で、 
（3）電子的な手段での検索が可能であり、 
（4）規模が大きく、 
（5）公開されているもの。 

このような要件を備えたコーパスを本格的に構築することは、狭い意味での言語研究、

すなわち国語学や日本語学や言語学だけではなく、言語教育や言語政策、またコンピュー

タによる言語情報処理のためにも非常に有益である。 
しかしながらコーパスの構築には多大のコストがかかり、また著作権の問題も存在する

ので、できれば公的な性格をもつ機関による公的資金による開発が望まれる。 
 
２．KOTONOHA 計画と特定領域研究の申請 

およそ上のような認識をもって2006年に独立行政法人国立国語研究所が策定した日本語

コーパス開発計画が KOTONOHA 計画である。これは、明治から現代までの日本語の話し

言葉と書き言葉を対象として、それまでに開発が終了していた『日本語話し言葉コーパス』

や『太陽コーパス』を計画中に位置付けるとともに、5~10 年程度の将来における新コーパ

ス整備計画の青写真を示したものであった。 
その青写真において最も重要な目標とされていたのが現代日本語の書き言葉を対象とし

た均衡コーパスの構築、英語における British National Corpus (BNC)に該当するコーパス

の構築である。 
                                                   
† kikuo@ninjal.ac.jp 
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我々は KOTONOHA 計画の実施に先立って、2004 年に 1 億語規模の均衡コーパスの概

念設計を行い、2005 年には 100 万語のパイロットコーパスを試作することによって、均衡

コーパスの構築コストを推定した。その結果は、当時国立国語研究所の研究開発部門でコ

ーパス開発に充てられていた研究費（およそ 5000 万円）だけを用いた場合、1 億語規模の

均衡コーパス構築には 10 年以上の開発期間が必要であることを示していた。 
しかし 10 年という開発期間はいくつかの理由で長すぎると考えられた。ひとつには開発

に携わる研究者の業績評価の問題がある。一般には意外と思われるかもしれないが、コー

パスの設計や構築は純粋にアカデミックな観点からは研究業績として認められにくいので

ある。特に大学にはその傾向が顕著であり、コーパスを使って言語を分析した研究は立派

な業績と認められても、コーパスの開発はせいぜい副次的な業績としか認定されないのが

普通である（同じく辞書の編集もアカデミックな業績とは認められない）。 
当時の国語研は独立行政法人であり、アカデミズム志向の世界には属していなかった。

そしてコーパスの構築は正式の業績と認められていたから、研究所の中に留まる限り上述

の問題に悩む必要はなかった。しかし当時の定年は 60 歳であったから研究員の多くは遅か

れ早かれ研究所を離れて大学に移籍していた。従ってあまり長期間コーパスの構築に研究

員を拘束することは、研究員のキャリア形成上不利をまねく可能性があった。 
もうひとつ、そもそも普通の人間には、相当以上の労力を要する仕事に 10 年間没頭する

ことはかなり難しいと思われた。私自身の経験では集中力が持続できるのは 3 年まで、ど

んなに長くとも 5 年までであった。『日本語話し言葉コーパス』の構築（1999~2003）では

5 年目に入ると意識して動機を維持する必要があった。 
当時の国語研には 10 年以上継続されているプロジェクトがめずらしくなかったが、その

ようなプロジェクトはおしなべて惰性に流れて停滞しているか、他にやることのない研究

員に仕事を与えるためだけに維持されていると思われた。 
そして構築に 10 年以上の時間をかけた場合、完成したコーパスが語彙などの面で最新の

言語状況を示すものではなくなっているおそれもあった。 
結局、研究員が集中力を維持でき、キャリア形成にもぎりぎり不利をきたさず、データ

が古くなりすぎることもない開発期間は 5 年であろうと考えられた。10 年の開発期間を 5
年に短縮するためには、従来の国語研で使用していたものと同等以上の研究資金を外部か

ら獲得しなければないないことは単純な算術でわかる。 
当時我々には開発資金を科学技術振興調整費に仰いで『日本語話し言葉コーパス』を構

築した経験があったが、これはコーパス開発の目的が音声自動認識システムの開発におか

れていたからできたことであった。より文科系寄りで、よりアカデミックな利用が想定さ

れる書き言葉均衡コーパスの開発では科学技術開発目的の外部資金獲得は困難であり、唯

一の可能性は文部科学省の科学研究費特定領域研究であった。ご存知の方も多いだろうが、

特定領域研究は文科省が提供する競争的研究資金である科学研究費のうち、純粋に競争的

な資金としては最も規模が大きいものである。当時の特定領域研究は以下のような研究領

域を支援するものとされていた。 
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A）研究の発展段階の観点からみて成長期にあり研究の一層の発展が期待できる研究領域 

B）学術の整合性ある発展の観点からみて重要であるが立ち遅れており、その進展に特別

の配慮を必要とする領域 

C）その領域の研究の発展が他の研究領域の研究の発展に大きな波及効果をもたらす等、

学術研究における先導的又は基盤的意義を有する研究領域 

日本語コーパスの構築およびコーパスを用いた日本語の研究は上記 B)にはぴたりと該当

し、A)、C)にも或る程度該当する。そこで 2005 年 1 年をかけて小型科研費による準備研究

を実施しながら、2005 年 11 月に特定領域研究「代表性を有する大規模日本語書き言葉コー

パスの構築：21 世紀の日本語研究の基盤整備」（略称「日本語コーパス」）を申請した。新

宿の Kinko’s で印刷製本した 166 頁の申請書 40 部が入った段ボール箱２箱を日本学術振興

会の四谷事務所の玄関で受けとり、受付窓口まで運んだら腰が痛くなったことを思い出す。 

このような準備を済ませたうえで、KOTONOHA 計画による『現代日本語書き言葉均衡コ

ーパス』の構築は 2006 年 4 月にスタートした。この時点では特定領域研究の採否は未定だ

ったから、外部資金が一切獲得できなければ最長で 10 年間、特定領域がただちに採択され

れば最短で 5 年間の活動期間を予定していた。 

その後 4 月 14 日に一次審査通過のメールが文科省から届き、6 月 19 日のヒアリングを経

て 7 月 5 日に採択の内定通知があった。北朝鮮の発射した弾道ミサイル 7 発が日本海に着

弾した日であった。 

書類を見て驚いたのは充足率の高さだった。充足率とは計画書で要求した予算の何割が

実際に予算として認められたかを示す数字であり、研究計画を評価する目安と考えられて

いる。科研費の充足率は全般的には 7 割程度であり、よくて 8 割程度なのだが、特定領域

研究「日本語コーパス」の充足率は 95%に達していた。2 年かけて練り上げた計画が高く評

価されたことがわかって嬉しかった。 

 

３．特定領域研究「日本語コーパス」 

このようにして、BCCWJ の構築は国語研の KOTONOHA 計画と特定領域研究との相乗り

事業として始まった。ただし特定領域研究の目的はコーパスの構築だけに置かれていたわ

けではない。図 1 に示すように「日本語コーパス」は大きく二つの研究項目から構成され

ている。ひとつは A01「コーパスの構築」であり、これは文字通り『現代日本語書き言葉均

衡コーパス』の構築を目標としたもので、「データ班」「ツール班」「電子化辞書班」という

3 つの研究計画班から構成されている。もうひとつの研究項目 B01 「コーパスの評価」は、

構築途上の BCCWJ をはじめとする各種コーパスを利用して、コーパスを利用した日本語研

究の可能性を様々に開拓するとともに、構築途上の BCCWJ の問題点を明らかにして構築サ

イドにフィードバックすることを目標としている。こちらの項目には 5 つの計画研究班が

属している。日本語学班、日本語教育班、言語政策班、辞書編集班、言語処理班の 5 班で

あり、教育などの応用領域が重視された構成になっている。 
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図 1: 特定領域研究「日本語コーパス」の構成 

 

表 1: 「日本語コーパス」を構成する研究班 
班名 種類 研究者数 班長 班長の所属 

総括班 計画 16 前川喜久雄 国立国語研究所 
データ班 
 

計画 9 山崎 誠 国立国語研究所 
ツール班 計画 5 松本裕治 奈良先端科学技術大学院大学 
電子化辞書班 計画 4 伝 康晴 千葉大学 
日本語学班 計画 4 田野村忠温 大阪大学 
日本語教育班 計画 7 砂川有里子 筑波大学 
言語政策班 計画 5 田中牧郎 国立国語研究所 
辞書編集班 計画 4 荻野綱男 日本大学 
言語処理班 計画 6 奥村 学 東京工業大学 
作文支援システム班 公募 6 仁科喜久子 東京工業大学 
日本語フレームネット班 公募 4 小原京子 慶應義塾大学 
クラスタリング班 公募 2 新納浩幸 茨城大学 
リーダビリティー班 公募 6 柴崎秀子 長岡技術科学大学 
機能表現班 公募 1 宇津呂武仁 筑波大学 
意見情報班 公募 4 関 洋平 筑波大学 
総括班は、上記 8 つの計画研究班の調整組織であり、領域代表者である私と各班班長の

ほか外部評価委員によって構成されている。さらに研究の第 2 年度からは公募によって採

択された公募班 4 班が研究に参加した。公募班の活動期間は 2 年間であり、第Ⅰ期公募班

は 2007,2008 の両年度を活動期間とし、第Ⅱ期公募班は 2009, 2010 の両年度を活動期間とし
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た。第Ⅰ期、第Ⅱ期を通じて採択された研究班もあり、第Ⅰ期の活動を終えた時点で計画

研究班に吸収された公募班もあるので、実際に活動したのは 6 つの異なる公募班であった。

表１に計画班と公募班の構成を示した。研究者数は班長と研究分担者、連携研究者の合計

数であり、研究協力者は除外している。 

特定領域研究「日本語コーパス」は 2011 年 3 月に 5 年間の活動を終えた。その目的はど

の程度達成されただろうか。 

まず研究項目 A01「コーパスの構築」はほぼ完全に目標を達成した。BCCWJ の構築にお

ける KOTONOHA 計画と特定領域との分担関係は、特定領域の資金によって書籍を対象と

するサンプル 5000 万語を作成し、KOTONOHA の資金によって新聞、雑誌、インターネッ

トなど残り 5000 万語のサンプルを作成するというものであったが、最終的に構築された

BCCWJ には書籍のサンプルが 6000 万語以上含まれている。形態素解析の精度も目標とし

た 98%を達成した。BCCWJ の形態素解析のために整備開発した形態素解析用電子化辞書

UniDic には現在 21 万語を超える語彙素が登録されている。UniDic は既に一般公開されてい

るが、4000 名近いユーザーを得て、日本語形態素解析辞書の新しい標準として認知されつ

つある。さらにコーパスの検索環境、アノテーション環境を改善するためのソフトウェア

開発も実施した。 

研究項目 B01 「コーパスの評価」の成果を定量的に評価することは困難なので、業績の

量で評価してみる。5 年間に領域全体の研究者が発表した業績は以下の通りであった。 

A) 査読論文 192 編（そのうち 71 編は英文で執筆され、full paper で事前査読を受けた

国際会議予稿集論文） 

B) 無査読論文 224 編（いわゆる紀要論文、商業誌への寄稿の類） 

C) 著書 10 篇 

D) 口頭発表 541 篇（上記 1 に分類したものを除く） 

E) 報告書 52 冊（合計 12,178 頁） 

比較対象とすべき正確なデータが存在するわけではないが、日本語学や言語学の領域の

平均値と比較すれば非常に活発な活動であったと言って間違いなかろう。本日および明日

のポスターセッションと、明日午前の講演ではこれらの研究成果の一部が発表される。 
本領域の活動は様々な形で関連学会に刺激を与えた。日本語学会、日本言語学会、英語

コーパス学会が本領域の活動に注目したシンポジウムないし学会誌の特集を企画した。学

会誌「日本人工知能学会誌」、論文誌「日本語科学」、商業誌「国文学解釈と鑑賞」はそれ

ぞれの立場で本領域に関する特集号を刊行した。領域代表者がひきうけた国内外での招待

講演、基調講演、シンポジウム、インタビュー等の回数は 20 回に達した。 
 

４．『現代日本語書き言葉均衡コーパス』 

ここで BCCWJ に触れることにする。コーパスの詳細な仕様についてはデータ班の班長で

あった山崎誠氏の講演に譲り、ここでは BCCWJ の設計上の特徴を特に代表性という観点か
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ら説明する。 
そもそもなぜ BCCWJ のような均衡コーパスを構築する必要があるかと言えば、言語の多

様性を重視するからである。ここで多様性と言っているのは、日本語なら日本語という同

じ言語ないし変種にあっても、伝えようとする内容、用いられる場、想定される聴き手の

特性などの要因によって言語ないし変種の文法特徴が大きく変化しうるという意味での多

様性である。これを以下では言語のレジスターと呼ぶことにする。ひとつのレジスターで

は文法的に誤りとされたり、稚拙とみなされたりする表現が、別のレジスターでは自然に

用いられるようなことは、決してめずらしくない。 
例えば表 2 は日本語の形容詞述語文において、形容詞単独で構成される述語と形容詞に

助動詞「デス」が後続して終わる述語（「大きいです」「素晴らしいです」等。「大きいです

ね」「素晴らしいですか」等は含めない）の生起数と後者が全体に占める比率を BCCWJ の

レジスターとの関係において示したものである。インターネット掲示板である「yahoo!知恵

袋」（以下、知恵袋）における使用率が他のレジスターを圧倒しており、レジスター間には

ときに 100 倍を超える使用率の差が生じている（実際にはレジスターの効果に加えて、形

容詞の意味特性も大きな要因になっているのだが、ここではそれを無視することにする）。 

表 2：BCCWJ に観察されるレジスター差の一例 
レジスター  形容詞 形容詞＋デス %形容詞＋デス  

図書館書籍 42,107 281 0.7  
ベストセラー書籍 5,799 37 0.6  
知恵袋（掲示板） 1,375 3,912 74.0  

白書 1,712 0 0.0  
出版書籍 31,668 321 1.0  
出版雑誌 2,763 62 2.2  
出版新聞 598 2 0.3  

均衡コーパスがあると、このようなデータを比較的容易に作成することができる。大変

便利なのだが、頭を冷やして考えると、そこにはいくつか考えるべき問題がある。表 2 の

ようなレジスター差が得られるかどうかは、コーパスの設計如何に強く依存していること

は明らかである。仮に BCCWJ に知恵袋のデータが収録されていなかったら、顕著なレジス

ター差は存在しないという結論が導かれただろう。 
それでは均衡コーパスにはどれだけのレジスターを含めればよいのか。この問題に一般

的な回答はない。均衡コーパスの設計では対象言語についての知識をフルに活用しながら

できるだけ多様なテキストが集まるようにレジスターを設定することしかできない。もち

ろん均衡コーパスにとりあげるべきレジスターには言語によって異同が生じうる。英語圏

のコーパスでは宗教的なテキストのレジスターが含まれていることが多いが、現代日本語

においてこれを重視する人はあまりいないだろう。反対に日本語の均衡コーパスには漫画

のレジスターを是非くわえるべきだと考えられるが、BCCWJではこれを実現できていない。

著作権処理の困難とサンプリングの困難による。 
第二の問題として、とりあげるレジスターが決まっても、各レジスターからどのように

して具体的なサンプルを選ぶかという問題がある。この問題には一般的な回答がある。設

計者の好みなどでサンプルに偏りが生じないように、明確に規定された母集団からランダ
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ムサンプリング（無作為抽出）することが望ましい。ランダムサンプリングは当たり前だ

と考える人がいるかもしれないが、BNC を含む多くの均衡コーパスではこの手間が省かれ

ている。Brown Corpus では書籍や新聞などはブラウン大学の図書館の蔵書からランダムに

選んでいるが、大学図書館が適切な母集団であるかどうかは別途検討すべき問題だろう。 
BCCWJ の大きな特徴のひとつは、この問題を解決するために可能な限りランダムサンプ

リングによってサンプルを集めている点にある。表 2 のサンプルもレジスター毎にランダ

ムサンプリングによって選択されたものであり、それがデータの信憑性を高めている。 
第三に、複数のレジスターのそれぞれにどれだけのサンプルを配分するべきかという問

題がある。BNCでは出版情報をもとに、またBrown Corpusでは図書館の蔵書情報をもとに、

設計者の判断もまじえて各レジスターのサンプル量を決定したらしいが詳細はよくわかっ

ていない。 
BCCWJ では少なくとも生産サブコーパス（出版サブコーパス）に関しては、この問題に

ひとつの解決を与えている。生産サブコーパスは 2001~2005 年の間に出版された書籍、雑

誌、新聞を母集団とするコーパスだが、この母集団の設計では、各種出版情報を活用して、

上記期間に生産された書籍、雑誌、新聞の総字数を推定し、その比率にしたがって、書籍、

雑誌、新聞のサンプルを配分している。これはひとつの試みにすぎないが、客観的なデー

タに依拠した配分法である点では明らかに従来法に優っている。 
最後に個々のサンプルの長さもコーパスの代表性に影響する。BNC と BCCWJ はともに 1

億語規模のコーパスだが、BNC が 4049 個のサンプルから構成されているのに対して、

BCCWJ は 17 万個以上のサンプルから構成されている。従って単純に考えれば BNC のサン

プルはBCCWJよりも 40倍以上長いことになる。サンプル長の問題には様々な側面があり、

単純な議論が許されないのだが、サンプル長が長くなるほど語彙のカバレッジ（サンプル

によって母集団に存在するすべての語彙のうちどれだけを把握できるか）が低下すること

は実験的に証明できる。 
それだけでなく、サンプルが長く、したがってサンプル数が少なくなると、特定の作家

や社会集団の文体がコーパスに偏りを与える可能性が高まる。BCCWJ には固有名「劉邦」

が 245 回以上出現するが、その過半は司馬遼太郎の「項羽と劉邦」中の用例である。BNC
のようにサンプル数が少ないと、この種の偏りが一層顕著に表れる可能性が高い。 

このように BCCWJ はコーパスの代表性とは何かを真剣に考えて慎重に設計されたコー

パスであり、均衡コーパスの設計において画期的なものになっていると信じる。 
BCCWJにはさらに以下のような特徴があるが、紙幅の関係で詳細は本日の山崎氏の講演、

明日の伝康晴氏の講演、ポスターセッションの発表などに譲らねばならない。 

A) 従来の日本語コーパスが新聞記事かインターネットのテキストに偏っていたのに対

して、書籍、雑誌、白書、広報誌など新ジャンルのテキストをとりあげていること 
B) 著作権処理を施していること 
C) 可能な限り書誌情報と著者情報（性別、年齢、生年代など）を提供していること 
D) 短単位で精度 98%（同音異語判別まで）以上の形態素解析が施されており、さらに

長単位でも形態素解析されていること 

最後に BCCWJ の公開について述べる。BCCWJ は当初の予定通り三つの方法で公開する。

1）無償オンライン、2）有償オンライン、3）有償 DVD の三つである。このうち 1）は無償

で１億語全体を全文検索できるものである。従来から『KOTONOHA「現代日本語書き言葉
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均衡コーパス」検索デモンストレーション』サイト(http://www.kotonoha.gr.jp/demo/)として公

開してきたが、この度 2)にあわせて「少納言」に名称を変更した。 
2）は特定領域研究の内部では数年前から利用してきた「中納言」と呼ばれる検索環境を

一般公開用に拡張して再構築したもので、全文検索以外に短単位ないし長単位の形態論情

報を利用した複雑な検索を可能にしたウェブアプリケーションである。今日と明日この会

場でデモを行うので是非ご覧いただきたい。 
「中納言」では検索の結果、多数の用例がヒットした場合も、その全件をダウンロード

することができる（「少納言」では検索結果は 500 件までしか表示されず、ダウンロードも

できない）。また検索履歴を編集してマクロプログラムとして再利用することも可能である。 
もともとは年間利用料 3000 円程度の有償サービスを想定して開発したが、まだシステム

が十分に安定していない状態での公開なので、当分の間は無償でサービスを提供する。た

だし利用にあたっては書面による利用申請をお願いする。面倒であるがデータの著作権保

護のために必要な手続きとしてご理解願いたい。 
最後に 3）は BCCWJ の全体を DVD に記録したデータである。これは今秋 10 月頃の提供

開始を予定している。BCCWJ 全体を利用した統計モデルの計算など、コンピュータ処理の

腕に覚えのあるヘビーユーザー向けの公開である。対価はアカデミックユーザー5 万円、一

般 20 万円を想定している。著作権などの問題が生じない限り、商業利用にも応ずる予定で

あるが、利用形態に応じてケース毎に対応させていただく。DVD の提供開始時期は国立国

語研究所のホームページその他でお知らせする。 
 
５．KOTONOHA 計画の今後 

５．１ 通時コーパス 

特定領域研究は 2011 年春に活動を終えたが、国立国語研究所の KOTONOHA 計画は今後

も存続する。ただし同計画を策定した 2005 年と現在とでは国立国語研究所の在り方自体に

大きな変化が生じており、KOTONOHA 計画にもその影響がおよんでいる。 
国立国語研究所は 1948 年に文部省の直轄研究所として設立された。2001 年には独立行政

法人として再出発したが、2009 年 9 月末に独法としては廃止され、同年 10 月 1 日からは大

学共同利用機関法人人間文化研究機構傘下の研究所として再々出発することになった（移

管の経緯については http://www2.ninjal.ac.jp/kikuo/の「紆余曲折」の項参照）。 
行政寄りの独立行政法人からアカデミズム志向の大学共同利用機関法人に移って変化し

たことはたくさんあるが、KOTONOHA との関係において最も大きな変化は過去の日本語が

研究の守備範囲に入ったことである。 
国立国語研究所は現代語の研究機関として設置されており、過去の日本語は研究しない

．．．

こと
．．

が原則であった。1948 年当時、大学の国語学者は過去の日本語を研究していたから、

現代語の研究は国立国語研究所の専門という棲み分けが成立していた。この原則ないし制

約は社会貢献を旨とした独立行政法人にも引き継がれたが、アカデミズムを標榜する大学

共同利用機関への移管に際して消去されることになった。 
共同利用研としての国語研には図 2 のように４つの研究系が設置されているが、そのひ

とつは「時空間変異研究系」であり、地理的変異（方言）にくわえ時間的変異（歴史）の

研究が使命とされている。言語資源研究系におけるコーパス言語学的研究やコーパス開発

センターにおける言語資源開発においても事情は同様であり、過去の日本語に関わる研究
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開発が必要になった。 
この要請に応えるために言語資源研究

系では、基幹的共同研究プロジェクトの

ひとつとして「通時コーパスの設計」（リ

ーダーは近藤泰弘客員教授）を運営して

いる。このプロジェクトは『日本語の史

的研究に用いることができる本格的な

「通時コーパス」を構築する準備段階と

して，コーパスの設計にかかわる諸問題

について研究する』ものであるが（文言

は国語研 HP より引用）、最終的には 10年

程度の時間をかけて日本語の歴史コーパ

スを構築する予定である。 

歴史コーパスの構築ではいわゆる本文

批判が重要であるが、この問題に深入り

すると、研究すべき問題が続出し、いつ

までたってもコーパスの構築を始められない事態に陥る可能性があると思われた。そこで

公刊されている古典テキストとして専門家による評価が高い小学館の新編日本古典文学全

集の一部をコーパスの底本として採用することとした。現在は、そのコーパス化のために

必要となる要素技術の開発を進めている。本文電子化と情報付与の方法、古典テキストに

対する自動形態素解析の研究などである。現在試行の対象としている作品は以下のとおり

である。 

古今和歌集 竹取物語 伊勢物語 大和物語 

平中物語 土佐日記 蜻蛉日記 落窪物語 

堤中納言物語 枕草子  源氏物語 和泉式部日記 

紫式部日記 更級日記 讃岐典侍日記 今昔物語集 

平家物語 近松門左衛門集 

上記のリストには平安時代の作品が多く、一部中世や近世の作品も含まれているが、上

代の作品は含まれていない。この時代のテキストのコーパス化は表記の特殊性の問題もあ

って困難が大きいことが明らかなので、今後の検討課題としている。 
ちなみに数年前からオックスフォード大学東洋学部で Bjarke Frellesvig 教授によって万葉

集のコーパス化が進められており( http://vsarpj.orinst.ox.ac.uk/corpus/index.html )、近藤教授を

含む日本の研究者とも研究上の交流がある。このコーパスは日本語動詞の項構造を研究す

ることを目標に設計されており、表記も万葉仮名ではなく音素表記が検索の一義的対象と

されているなど、国語学・日本語学の立場、あるいは汎用通時コーパスをめざす立場から

みると特異な設計がなされている。KOTONOHA とは別系列のコーパスとして位置付けるべ

き性格のものであるが、コーパス作成技術についての共同研究を継続的に行っている。 
明治から昭和戦前期にかけての近代日本語については、小規模ではあるが「近代語コー

パス設計のための文献言語研究」という国立国語研究所の共同研究が田中牧郎准教授をリ

ーダーとして運営されている。こちらは『太陽コーパス』の系譜につながるコーパスの設

計を目指した研究である。 

図 2：現在の国語研の組織図 

9



 

５．２ 超大規模コーパス 

現代語のコーパスも BCCWJ があれば、それで事足りるわけではない。単純に語数だけを

問題にしても、現在 BCCWJ 全体での異なり語数（短単位）は約 22 万語であるが、そのう

ち約 7.5 万語は頻度が 1 である。100 以上の用例を提供できる語は 3.1 万語にすぎず、50 以

上の用例でも 4.4 万語にとどまる。辞書の用例検索にはものたりない数字である。 
さらに単独では多数の用例が得られる語でもふたつの語の組合せになると用例が激減す

ることがある。副助詞の「ほど」と「すら」は前者が 5.4 万回、後者が約 4300 回出現して

いるが、「ほどすら」は BCCWJ には 1 回も出現しない。ウェブを検索してみると「猫の額

ほどすらもない庭」のような用例が見つかるにもかかわらずである。 
このような問題を解決するための単純な解決策はコーパスの規模を飛躍的に拡大するこ

とである。私はかつて 2030 年頃には 100 億語規模のコーパスが出現するという予想を述べ

たことがあるが（前川 2007）、BCCWJ を完成させたいま、いよいよこのサイズの超大規模

コーパスの構築が現実味を帯びた課題となってきた。 
WWW 上のテキストデータを対象とすれば、100 億どころか 1000 億語のコーパスも構築

可能である。実際、京都大学の黒橋禎夫教授らのグループが公開している「格フレーム」

はウェブから収集した 16 億文相当のテキストから自動獲得されたものである。先述の特定

領域研究でも大阪大学の田野村忠温教授（日本語学班）は 100 億語のオーダーに属すると

推測される量のテキストをウェブから収集して文法研究に利用していた（田野村 2011）。 
ウェブコーパスにはデータの重複、html タグの除去、形態素解析における未知語の処理

など解決すべき問題が少なくないが、いずれも本質的に解決不能な問題とは考えられない。

国立国語研究所のコーパス開発センターでも本年度からウェブベースの超大規模コーパス

の構築に着手する予定である。 
 
６．まとめ 

以上、BCCWJ 開発の背景として、KOTONOHA 計画と特定領域研究「日本語コーパス」

に触れた後、BCCWJ の特性に簡単に触れ、BCCWJ 後のコーパス開発計画について述べた。 
大変まとまりのない話になってしまったが、BCCWJ および特定領域研究の具体的成果に

ついては他の講演者が詳しく触れる予定であるので、ここでは国立国語研究所における日

本語コーパス開発の大きな流れを説明した。 
 
謝辞：特定領域研究「日本語コーパス」の参加者各位、本領域の活動にご理解ご支援をいただいた皆さま、

特に外部評価委員会の先生方に心より御礼申し上げます。 
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ポスター発表・デモンストレーション
８月２日（火）　12:30～14:30、３日（水）　12:00～14:00

△

丸山 岳彦、柏野 和佳子
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』におけるサンプリングの設計と実施△

山口 昌也、高田 智和
全文検索システム『ひまわり』のBCCWJへの適用△

高田 智和、山口 昌也
BCCWJ「書籍コーパス」のJIS外字△

小木曽 智信、間淵 洋子、前川 喜久雄
階層的形態論情報を考慮した『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の公開用XMLフォーマット△

小木曽 智信、中村 壮範、鈴木 泰山、八木 豊、 山崎 誠、前川 喜久雄
コーパス検索システム「中納言」デモンストレーション△

小磯 花絵、田中 弥生、小木曽 智信、近藤 明日子
評定実験に基づくテキスト分類尺度の体系化の試み△

徳永 健伸、Dain Kaplan、飯田 龍
汎用アノテーションツール Slate△

狩野 芳伸、橋田 浩一
BCCWJと関連ツールの相互運用△

橋本 泰一
拡張固有表現タグ付きコーパスの構築△

浅原 正幸、岩立 将和、松本 裕治
BCCWJコアデータへの係り受け・並列構造アノテーション△
小町 守、飯田 龍

BCCWJに対する述語項構造と照応関係のアノテーション△
田野村 忠温

大規模コーパスとしてのインターネット△

千葉 庄寿
BCCWJの量的言語情報の活用：語彙情報のプロファイリングを例に△

鈴木 一史
生徒作文の語彙変化△

竹内 孔一
BCCWJを利用した言語処理のための動詞概念辞書構築△

白井 清昭、中村 誠
コーパスからの単語の新語義の発見 ─BCCWJの事例研究─△

古宮 嘉那子、奥村 学
分類器の確信度を用いた合議制による語義曖昧性解消の領域適応△

鈴木 敬文、阿部 佑亮、宇津呂 武仁、松吉 俊、土屋 雅稔
大規模階層辞書と用例を用いた日本語機能表現の解析△

阿部 佑亮、鈴木 敬文、宇津呂 武仁、松吉 俊
日本語機能表現の用法識別および英訳規則獲得△

阿辺川 武、ホドシチェク・ボル、仁科 喜久子
BCCWJを利用した日本語作文支援システム「なつめ」△

八木 豊、鈴木 泰山、仁科 喜久子
学習者作文コーパスの構築およびBCCWJと併用した日本語作文支援△

関 洋平
BCCWJ を利用した意見分析コーパスの構築について△

小原 京子
BCCWJへの日本語フレームネットの意味アノテーション△

佐藤 弘明
FrameSQLで見る日本語フレームネット成果データ△

藤井 聖子
BCCWJを用いた引用ト節（句）を含む構文の分析△

松本 裕治、浅原 正幸、岩立 将和、森田 敏生
コーパス管理・検索ツール「茶器」△

近藤 泰弘
BCCWJの複合辞 ─意味論と統語論─
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6. 0.28% 42 24,706 0.28% 71,569

16.06% 2,483 1,460,588 16.35% 5,687,485

3.69% 550 323,529 3.62% 345,956
1.98% 305 179,412 2.01% 162,057
4.13% 635 373,529 4.18% 356,351

9.80% 1,490 876,471 9.81% 864,364

100.00% 15,185 8,932,353 100.00% 36,093,211

5: SC
S S

S

0. 2.10% 249 146,471 2.21% 601,669
1. 4.90% 560 329,412 4.98% 1,466,585
2. 10.47% 1,133 666,471 10.08% 3,056,778
3. 18.69% 2,195 1,291,176 19.52% 5,716,463
4. 6.33% 663 390,000 5.90% 1,682,878
5. 6.58% 690 405,882 6.14% 1,616,570
6. 3.53% 380 223,529 3.38% 955,392
7. 8.47% 897 527,647 7.98% 2,167,036
8. 2.00% 217 127,647 1.93% 427,326
9. 32.34% 3,765 2,214,706 33.49% 11,212,003
n. 4.61% 493 290,000 4.39% 1,150,711

100.00% 11,242 6,612,941 100.00% 30,053,412
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6 SC

SC SC

Yahoo! Yahoo!

1

SC

6

6: SC

S
S

1976 –2005 1,006 1,500 500

2005 –2007 145 483 120

2008 100 355 400

1976 –2005 951 1,408 371

Yahoo! 2004 –2005 3,120,839 91,450 1,000

Yahoo! 2008 –2009 3,463,413 52,680 1,000

1986 –2005 130 253 15

1976 –2005 718 348 100

1976 –2005 32,925 159 500

7

2006

5

:
21 18 22

. (2011a).
. 20

(JC-D-10-01) .

. (2011b).
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全文検索システム『ひまわり』のBCCWJ への適用
山口昌也 (国立国語研究所言語資源研究系) †

高田智和 (国立国語研究所理論・構造研究系)

An Application of Full-Text Retrieval System “Himawari”
to BCCWJ

Masaya YAMAGUCHI (National Institute for Japanese Language and Linguistics)

Tomokazu TAKADA (National Institute for Japanese Language and Linguistics)

1 はじめに
本稿では，全文検索システム『ひまわり』を『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ

と表記)に適用し，活用する方法を示す。
『ひまわり』は，言語研究用に開発された全文検索システムであり，コンピュータの扱

いに不慣れな利用者でも簡単に検索できるように設計されている。主な機能としては，(1)

XML 文書から特定の文字列を高速に全文検索する機能，(2) 検索結果の KWIC (KeyWord

In Context) 表示，および，資料に適した形で閲覧する機能がある。詳細については，「言語
データベースとソフトウェア」(2004)，山口昌也他 (2005)などを参照していただきたい。

2 BCCWJへの適用
2.1 基本的な利用法
前述のとおり，『ひまわり』は XML文書に対して，全文検索を行うことができる。BCCWJ

のデータ形式のうち，山口昌也 他 (2011)の形式で配布されるデータであれば，『ひまわり』
の設定を適切に行うことにより，無修正で全文検索することができる。
さらに，BCCWJのサンプルごとに付与されている書誌情報などを XML タグの属性とし

て埋め込むことにより，検索時にそれらの情報を利用することができる。「国語」を検索した
結果を図 1に示す。図中央が検索結果である。図左下に検索総数が表示され，「国語」の場合
の検索総数は 1171件であることがわかる。検索結果は表形式で表示される。左から KWIC

(検索文字列と前後の文脈)と，付与されている情報 (著者，タイトル，出版社，出版日，ジャ
ンルなど)が同時に表示されるようになっている。
『ひまわり』は，検索結果の分析に役立つ簡易的な機能を備えている。例えば，(a) 検索
結果のソート機能を利用して，出版年順にソートする，(b) 絞込み機能を利用して，検索結
果を白書だけに絞り込む，(c) サンプル別の出現頻度を計測する，(d)検索結果をランダム
に抽出する，などである。

2.2 付与されたタグの利用
山口昌也 他 (2011) の形式のデータでは，(1) 章，節，段落，文などの言語の階層構造を

記述するタグ， (2) 文字・表記に関するタグなど，計 46種類のタグが付与されている。『ひ
まわり』では，検索された文字列に付与されているタグの階層構造を検索結果（図 1）に表
示することができる。タグの階層構造の例を次に示す。

/article/cluster/titleBlock/title/sentence

この例では，検索文字列が sentence タグに加え，title タグ ... というように階層的にタ
グ付けされていることがわかる。この情報を用いれば，例えば，前節の絞り込み機能を使う
ことにより，検索結果の中からタイトル部分の結果だけ抽出することができる。

†masaya@ninjal.ac.jp
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図 1: 全文検索システム『ひまわり』の動作例

2.3 コーパス別の検索と独自の言語資料の追加
BCCWJ は，書籍や雑誌，白書などさまざまな種類のサンプルを収録している。これら

のサンプルを別々のコーパスとして，『ひまわり』に搭載すれば，統一して検索したり，個別
に検索することができる。
また，山口昌也 他 (2011)で規定されるタグセットを利用するか，必要に応じて，サブセッ

トを規定して言語資料を作成すれば，BCCWJと一緒に検索することも可能である。『ひま
わり』用の言語資料の作成方法は「言語データベースとソフトウェア」(2004)，BCCWJ の
タグの仕様のについては山口昌也 他 (2011)，仕様の運用方法の実際については西部みちる
他 (2011)を参照されたい。

3 おわりに
本稿では，全文検索システム『ひまわり』を BCCWJ に適用し，活用する方法を示した。

講演会では，デモ用の PCを用意する予定である。

参考文献
山口昌也，田中牧郎 (2005) 構造化された言語資料に対する全文検索システムの設計と実
　現，自然言語処理 vol.12, No.4, pp.55–77

言語データベースとソフトウェア (2004) http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/

山口昌也 他 (2011)「現代日本語書き言葉均衡コーパス」における電子化フォーマット
　 ver.2.2 (国立国語研究所内部報告書 LR-CCG-10-04)，国立国語研究所
西部みちる 他 (2011)「現代日本語書き言葉均衡コーパス」における電子化テキストの構
　築 (国立国語研究所内部報告書 LR-CCG-10-03)，国立国語研究所
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